（一社）愛媛県バスケットボール協会　審判委員会
審判委員長　様
審判講習会　参加報告書
令和　４年　　３月　3１日
報告者　　　　菅野　峻也　　
　この度参加しました、審判講習会について報告します。
なお、この報告書が、審判委員会ホームページ等に掲載されることを了承します。
	講習会名
（大会名）
	第53回全国ミニバスケットボール大会


	参加者
（報告者）
	　(報告者)　　菅野　峻也　　　　（所属カテゴリー）　　　　　社会人連盟

	期　日
	令和4年3月28日から令和4年3月30日　　

	会　場
	代々木第二体育館

	講　師
	

	参加者
	都道府県派遣47名、関東ブロック派遣29名、東京都19名　計95名

	報告

	□2022.3.28 （月曜日）
第2試合 44 岩手県 vs  47 神奈川県　

CC：管 祐介（東京都S級） U１：菅野 峻也（愛媛県B級）
Pre-Game Conference
・クルーでコミュニケーションを取り情報共有していく。
・ガイドライン通り、明らかなミート遅れのケースを拭き逃さない。
・コンタクトの影響（RSBQ）の見極め。

Post-Game Conference

・ゲームフローを考えてテンポセットを明確にしていく必要があった。
・ショットクロックのミスが有り、TOとコミュニケーションを取り、TO管理をするべきだった。

自己反省：ゲームを通して、自分のプライマリーをセカンダリーで鳴らしてもらうことがあり、自分の中では、ファールと思ったのにも関わらず、コールを躊躇してしまい、笛を鳴らせなかった。今の自分に足りないCCメンタリティで、自分がゲームを引っ張っていくという気持ちだと痛感した。
□2022.3.29 （火曜日）
第5試合 48 沖縄県 vs  46 福島県　

CC：笹井　彪我（青森A級） U１：菅野 峻也（愛媛県B級）
Pre-Game Conference

・初めて吹く２人なので、ゲーム中は、アイコンタクトを取る。
・タイムアウト・クォーター間は、コミュニケーションを取り、ボールのステータス・ショットクロックを確認して、自分の情報を相手に伝える為、声を使ってレフェリングしていく。
Post-Game Conference
・ゲームを通して、TOやレフェリー間でアイコンタクト・コミュニケーションを取れた。
・後半になり、奈良の選手のファールが溜まりファウルアウトする選手もおり、コンタクトの事実を確認したうえで、コンタウトの責任、そして、コンタクトの影響（RSBQ）の判断をもっとしていくべきだった。
・ゲームクロックが流れるケースがあり、適切に対応できた。
自己反省：クルーとしては、同じ年齢のクルーで、コミュニケーションが取りやすく、同じ年代で強いCCメンタリティを持っているA級レフェリーを見て、良い刺激を得られた。
□2022.3.30 （水曜日）
第3試合 40 奈良県  vs  42 島根県　

CC：萩原　大也（三重県B級） U１：菅野 峻也（愛媛県B級）
Pre-Game Conference

・男子のゲームとなり、１対１からシュートに行くケースが多くあると思うので、シューターのコンタクトに対して、クルーで視野を当て拭き逃しの無いようにする。
・トラベリング等のバイオレーションをしっかり判定する。
・タイムアウト・クォーター間は、コミュニケーションを取り、ボールのステータス・ショットクロックを確認して、自分の情報を相手に伝える為、声を使ってレフェリングしていく。
Post-Game Conference
・UF（C3）の可能性がある場面があり、自分はUFと思ったが、相方のレフリーは、NFで取り上げたケースがあった。自信が無く話し合いに行けず結果NFで処置をした。自分の持っている情報を伝えに行くべきだった。
・OOBの際、メインタイマーが止まらず流れるケースがあり、その際、お互い何秒流れたのか把握できておらず、適切な秒数へ修正出来なかった。
自己反省：県内でも、マジックタイムを修正する為に、ゲームクロック・ショットクロックを把握するように指導していただいているが、その意識が低かった為、今回のケースで、タイマーの修正が出来なかった。今後の課題として、次回に繋げていきたい。

	所感
	　今回の全国ミニバスケットボール大会では、3日間ゲームを担当させていただきコロナ禍ということもあり開催出来るか不安があったが、無事開催されたことに感謝しております。

本日の派遣が、私自身初の全国大会派遣でもあり、緊張や不安な気持ちがありました。
会場では、全国各地で奮闘している若手の審判員の方・同じ年齢のA級と吹かせて頂き良い刺激を感じました。
今回の経験を、今後の自分のレフェリングに活かせるように、今の自分に足りていない部分を
認識し、今後に活かして行けるようにします。
最後になりましたが、改めて大会を運営・開催していただいた皆様、コロナ禍で様々な障壁がある中、私を全国大会へ派遣いただきまして誠にありがとうございました。
薦田審判長をはじめ、全国へ推薦していただいたミニ連大尾審判長、日ごろお世話いただいております審判員の皆様に深く感謝申し上げます。
以上で、私の報告とさせていただきます。本当にありがとうございました。


· 原文のまま、ホームページ等に掲載されます。
· 用紙が足りない場合は、各自追加してください。
